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■■くん、経営学科 77-43クラスの谷澤(たにさわ谷沢)です。覚

えていますか？私は■■くんのことは良く覚えていますよ！さらさらヘアー、そして、

いつもクールな眼差しで物事や私たちを見つめていましたよね。少なくとも、田舎者

の私には、そう見えました。(笑) 当時の記憶としては、何か皆でしゃべっていると

きなど、議論が白熱し、話の方向性を見失いそうになったときなど、■■くんがふっ

と割り込んで、とても冷静に話をまとめてくれたことが、何度もあったような気がし

ます。恐らく、卒業後もそのキャラクターと聡明な頭脳でご活躍なさったのでしょう

ね。私は、卒業後、すぐに故郷の岩手県釜石市に戻り、家業の日用品・雑貨の卸売業

を継いで平々凡々と暮らしていましたが、東日本大震災の津波で家も会社も全壊し、

会社は廃業。妻(大学の後輩)の実家(静岡県富士宮市)に移り住んでの再出発。しかし

ながらその 3年後に縁あって釜石に戻ることとなり、釜石まちづくり株式会社という

会社の設立に携わり、現在に至ります。お金はありませんが、こうやって生きている

ことが本当に幸せなことだと思い、感謝の日々を送っています。■■くんも、病気は

頑張って走りすぎたから少し休んで、という天からの声だと思って、ゆっくり静養し

てくださいね。お会いできる日を楽しみにしています。リラックス！谷澤(谷沢)栄一

(たにさわえいいち) 

＜■■君へ＞先日天野さんから、貴君が■■■で倒れ、病院に搬

送され現在も入院中である旨の知らせを頂きました。その後のお加減はいかばかりか

と心配しております。昨年のソフィア会で、何十年振りかでお会いした時の元気な姿

からはとても想像されませんでした。ただお互いに 60歳を超える年齢となり、健康

管理が話題となる日常では決して他人事とは思えません。病状の完全回復には時間が

かかりかつ多大な努力が必要となることでしょう。頑張って下さいとは言えませんが、

致命傷とはならずに天がまだ貴君をこの世にとって必要な存在と認めて永らうこと

ができた生命です。先の長い人生への警鐘と考え、身体を労わって下さい。また元気

な顔で会えるのを楽しみにしています。くれぐれもご自愛ください。私もですが。  

鈴木（隆之） 
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■■様 この度は予期せぬご病気にてご入院とのこと、お見舞い

申し上げます。いま暫くは大変かと存じますが、焦らずゆっくり快復に向けお取り組

みください。また元気にお会いできる日を楽しみにしております。 鈴木宏幸 

■■君、昨年の 5月に何十年ぶりに同窓会でお会いしてからまた

ご無沙汰していますが、先月救急搬送され現在も入院中とお聞きし、大変驚いており

ます。心よりお見舞い申し上げます。不自由な毎日が続いていると推察しますが、外

に出てもコロナと猛暑で我々の年代には危険がいっぱいです。今は無理せずゆっくり

と静養して、早く回復される事を祈念しています。また同窓会で会える事を楽しみに

しています。どうぞ、お大事に。浅野 

■■君、コロナ禍だけに入院してるとなると心配です。働きすぎか

な？いずれにせよお大事に。（廣川） 

■■さん、だいぶご無沙汰しております、西條です。■■■で入

院中とお聞きしました。お加減は如何でしょうか。私の周りでも同じ病に闘病しリハ

ビリを経て会社復帰した同僚が何人かおります。■■さんもどうか頑張って一日も早

いご回復を衷心より祈念しております。西條 
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■■さんへ お久しぶりです。卒業以来ですね。昨年は私が入院

中で参加できませんでしたが、この年になると色々ありますね。みんなの思いもあり

新たにスタートした旧 43クラスです。また再会してこれまでの生き様話に花をさか

せましょう。小関 

■■さん 昨年の同窓会は失礼しましたが、いつかお会いできる

のを楽しみにしています。入院生活で大変ご苦労されているかと思いますが、明日を

信じてどうか頑張って下さい。髙橋 

いろいろと多方面にわたり、遠方な葬儀・お盆等コロナ禍での難

しい対応を強いられています。そんな訳で今回の件は気持ちだけお伝え願えれば幸甚

と存じます。まずはお見舞まで（太田） 

■■さん ご体調はいかがでしょうか。ユーモアに富んだ楽

しい会話は、健康効果をもたらしてくれますよ。大いに笑って、時には自然に

触れて、リラックスしたご気分でお過ごしくださいますように。天野 
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心よりお見舞い申し上げます。ご快癒をお祈りしております。  

五明孝之 

■■さんが、入院中であることを、聞き、驚きました。その後の

加減いかがですか。コロナと高温という、大変な時期ですが頑張ってください。ご回

復の１日も早いことを祈っております。松村 

突然のお知らせに大変驚いております。十分に静養され一日も早

いご快癒を祈念し心からお見舞い申し上げます。斉藤 

一日も早く回復して、また皆が集う時に、是非元気な姿を見せて

いただきたいと思います。（清水） 

 

 


